
NETCONを⽀える「インフラ紹介」



NETCON インフラって？

● NETCONの開催に必要なインフラの構築・運⽤
● 今回のNETCONインフラ班のお仕事

○ スコアサーバーや問題展開システムの構築・運⽤[^1]

○ ⾃動採点システムの構築・運⽤
○ 現地問題予約システムの構築・運⽤
○ 作問者向けの環境構築・作問⽀援

[^1] https://www.janog.gr.jp/meeting/janog51/wrapup/



これまでのインフラ班のチャレンジ

● JANOG49
○ ⾃動採点システムの実装

● JANOG51
○ Containerlabを使った問題環境の提供

● JANOG53
○ 問題数の拡充や開催期間の延⻑（3⽇間で34問）

● JANOG55
○ 参加者数のさらなる拡⼤（3⽇間で352名）



今回のNETCONインフラは ⋯？



今回のインフラ班のチャレンジ

● さくらのクラウドの上で動いています！！！
○ ホスト様、ご提供ありがとうございます！！！
○ これまで：Google Cloud



インフラ概要図



インフラ概要図



スコアサーバ・問題管理システム

● さくらのクラウド上にKubernetesクラスターを構築
○ Google Cloudで利⽤していたマニフェストが流⽤可能
○ 使⽤実績があったRKE2を⽤いて構築[^2]

[^2] https://knowledge.sakura.ad.jp/41546/



問題展開⽤ノード

● 専有ホストを利⽤して構築
○ VM NOSの展開には、Nested VMが必要

● Terraform×Ansibleによる構築効率化
○ 参加者が増えても2コマンドでノード増設可能



監視基盤

● ⾃前構築 x さくらのクラウドのハイブリッド構成
○ ダッシュボードを公開したかったため、メインは⾃前構築
○ 重要な死活監視には、さくらのクラウドも併⽤



● インフラ向けダッシュボードの整備
○ アラート発報 → 対応までをスマホから実施可能
○ 懇親会や居酒屋でもオペレーションできて安⼼！！！

運⽤の効率化



さいごに

● 今回初めてさくらのクラウドでNETCON開催しました！
● インフラ環境をご提供いただいた

さくらインターネット様 本当にありがとうございました！
● NETCON委員ではインフラ班のメンバーも募集しています！


